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子実
トウモロコシ

今
年
の
試
み
は
モ
バ
イ
ル
乾
燥
機

�

―�

花
巻
子
実
コ
ー
ン
組
合
・
盛
川
農
場

北
海
道
で
分
解
し
て
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
し
、

盛
川
農
場
の
敷
地
で
組
み
立
て
た
。

２
、
３
日
続
い
た
雨
が
上
が
っ
た
翌
々

日
の
10
月
27
日
、
花
巻
は
晴
天
で
収
穫
日

和
だ
っ
た
。
盛
川
農
場
で
は
乾
燥
調
製
施

設
の
前
に
モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
を
設
置
し
、

既
存
の
乾
燥
機
と
並
行
し
て
作
業
を
進
め

て
い
た
。
組
合
員
の
収
穫
と
乾
燥
調
製
の

作
業
は
終
わ
り
、
こ
の
日
は
盛
川
農
場
の

作
業
４
日
目
だ
っ
た
。
夏
に
小
麦
で
テ
ス

ト
使
用
し
た
と
き
モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
の
調

製
は
確
認
済
み
で
、
盛
川
氏
は
順
調
に
稼

働
さ
せ
て
い
た
。

こ
の
日
の
作
業
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
１
人
、
圃
場
か
ら
乾
燥
調

製
施
設
ま
で
の
運
搬
２
人
、荷
受
け
１
人
、

計
量
と
袋
詰
め
１
人
の
５
人
が
当
た
っ

た
。
盛
川
氏
は
、
水
分
計
で
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
水
分
量
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
し
た
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
投
入
し
て
乾
燥
機
を
セ
ッ
ト
し

た
り
、
合
間
に
数
値
を
メ
モ
し
た
り
、
作

業
の
指
示
を
し
た
り
と
、
絶
え
ず
動
い
て

作
業
を
こ
な
す
。

時
間
の
有
効
利
用
が
経
営
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
盛
川
氏
に
、
収
穫
後
の
一
連
の
作

業
に
モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
を
導
入
し
た
場
合

の
使
い
勝
手
や
今
後
の
課
題
を
聞
い
た
。

高
温
で
ス
ピ
ー
ド
処
理
で
き
る 

モ
バ
イ
ル
乾
燥
機

モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
の
バ
ー
ナ
ー
の
燃
料

は
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
テ
ス
ト

機
は
灯
油
用
で
あ
る
。
送
風
フ
ァ
ン
や
循

環
の
オ
ー
ガ
の
動
力
は
ト
ラ
ク
タ
ー
を
接

続
し
て
出
力
す
る
。

モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
の
最
大
の
特
徴
は
、

穀
温
を
高
温
に
加
熱
で
き
る
こ
と
だ
。
乾

燥
機
の
作
業
効
率
は
、
水
分
を
目
標
値
ま

で
低
下
さ
せ
る
時
間
と
処
理
量
で
決
ま

る
。
高
温
で
加
熱
し
減
水
率
が
大
き
い
ほ

ど
時
短
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

仕
組
み
は
こ
う
だ
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

オ
ー
ガ
で
タ
ン
ク
に
送
り
込
み
、
バ
ー
ナ

モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
を 

一
連
の
作
業
に
テ
ス
ト
導
入

今
回
盛
川
農
場
で
使
用
し
た
モ
バ
イ
ル

乾
燥
機
は
イ
タ
リ
ア
のM

E
C
M
A
R

製
。

１
基
で
約
13
ｔ
に
対
応
で
き
る
が
、
製
品

群
の
な
か
で
は
小
型
機
の
類
だ
。
最
初
に

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
取
り
組
み
を
始
め

た
柳
原
孝
二
氏
が
率
い
る
北
海
道
子
実
コ

ー
ン
組
合
で
は
こ
れ
よ
り
大
型
の
機
種
を

使
用
し
て
い
る
。

盛
川
農
場
に
は
、
種
子
会
社
の
パ
イ
オ

ニ
ア
・
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
が
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
北
海
道
か
ら
運
び
込

ん
だ
。
ト
ラ
ク
タ
ー
で
牽
引
し
て
移
動
で

き
る
の
で
「
モ
バ
イ
ル
」
と
名
が
付
い
て

い
る
が
、
日
本
で
は
道
交
法
の
高
さ
制
限

が
あ
る
の
で
、
一
般
道
で
は
最
小
サ
イ
ズ

の
機
種
以
外
は
分
解
し
て
運
ぶ
。
本
機
は

岩
手
県
花
巻
市
に
あ
る
㈲
盛
川
農
場
は
2
0
1
3
年
に
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
を
始

め
て
か
ら
今
年
で
８
年
目
に
な
る
。
代
表
の
盛
川
周
祐
氏
は
近
隣
の
生
産
者
と
共
に
花
巻
子

実
コ
ー
ン
組
合
を
設
立
し
、
東
北
農
研
と
子
実
の
サ
イ
レ
ー
ジ
化
の
試
験
を
す
る
な
ど
府
県

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
毎
年
新
し
い
試
み
を
し
て
い
る
盛
川
氏
は
、

今
年
は
府
県
の
生
産
者
で
は
初
め
て
海
外
製
の
モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
を
テ
ス
ト
導
入
し
た
。

㈲盛川農場
代表　盛川周祐
経営規模：水稲30ha、
小麦42ha、大豆８ha、
トウモロコシ11ha

花巻子実コーン組合
３経営団体で組織
2020年トウモロコシ
作付面積　計15ha
推定収量約120t
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産
家
に
納
品
し
て
き
た
が
、
今
年
は
輸
入

の
配
合
飼
料
と
同
じ
よ
う
に
粒
の
乾
燥
飼

料
と
し
て
納
品
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
こ
の
日
は
水

分
量
の
目
標
値
を
13
％
に
設
定
し
た
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
水
分
量
は
約
25
％
だ
っ
た

の
で
、
既
存
の
７
t
用
の
乾
燥
機
は
、
１

時
間
当
た
り
１
・
２
％
ず
つ
水
分
が
低
下

す
る
設
定
だ
と
13
％
に
達
す
る
ま
で
に
約

12
時
間
か
か
る
。
一
方
、
今
回
テ
ス
ト
し

た
13
ｔ
用
の
モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
は
、
１
時

間
当
た
り
２
・
５
～
３
・
０
％
ず
つ
水
分

が
低
下
し
て
い
く
の
で
、
13
％
に
達
す
る

の
に
約
５
時
間
で
済
む
。
高
温
設
定
に
よ

り
ス
ピ
ー
ド
処
理
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

だ
。ス

ピ
ー
ド
と
量
と
コ
ス
ト
の 

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

理
想
を
言
え
ば
、
作
業
効
率
が
最
も
高

い
の
は
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
ス

ピ
ー
ド
と
乾
燥
調
製
の
ス
ピ
ー
ド
が
同
じ

と
き
、
つ
ま
り
作
業
の
川
上
と
川
下
が
同

じ
ス
ピ
ー
ド
で
連
動
し
た
と
き
だ
。
実
際

に
は
、
モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
は
屋
外
に
設
置

す
る
た
め
雨
対
策
も
考
え
る
と
難
し
い
こ

と
だ
が
、
盛
川
氏
は
全
体
の
作
業
効
率
の

観
点
か
ら
モ
バ
イ
ル
乾
燥
機
の
ス
ピ
ー
ド

を
評
価
し
た
。

た
だ
し
購
入
価
格
と
収
益
と
の
バ
ラ
ン

ス
の
問
題
も
残
る
。
ま
た
、
密
閉
包
装
で

サ
イ
レ
ー
ジ
化
す
れ
ば
出
荷
す
る
ま
で
屋

外
に
保
管
で
き
る
が
、
乾
燥
し
た
状
態
で

出
荷
す
る
場
合
は
屋
内
の
保
管
施
設
が
必

要
に
な
る
。
今
年
は
乾
燥
後
に
順
次
出
荷

し
た
が
、
量
が
増
え
れ
ば
施
設
の
新
設
が

必
要
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
と
バ
ラ
ン
ス

を
複
合
的
に
考
え
な
が
ら
、
盛
川
氏
は
ま

た
来
年
に
向
か
う
。

ー
で
タ
ン
ク
内
に
熱
風
を
送
る
。
温
度
設

定
は
そ
の
日
の
外
気
温
に
合
わ
せ
て
調
整

す
る
。
こ
の
日
は
１
２
０
℃
に
設
定
し
、

穀
温
が
53
℃
に
な
る
ま
で
熱
し
た
。
操
作

パ
ネ
ル
で
見
て
い
る
と
ど
ん
ど
ん
温
度
が

上
が
っ
て
い
く
の
が
わ
か
る
。
53
℃
に
達

す
る
と
自
動
で
バ
ー
ナ
ー
が
停
止
し
て
送

風
に
切
り
替
わ
り
、
外
気
温
と
の
差
が
10

℃
に
な
る
の
を
目
安
に
送
風
も
止
ま
り
ク

ー
リ
ン
グ
す
る
。

タ
ン
ク
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
出
た
水

蒸
気
が
抜
け
る
よ
う
に
上
部
は
開
放
さ
れ

（
オ
プ
シ
ョ
ン
の
屋
根
も
あ
る
）、
側
面
は

金
属
製
の
網
目
状
に
な
っ
て
い
る
。
高
温

の
熱
風
で
均
等
に
加
熱
す
る
た
め
に
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
タ
ン
ク
内
を
高
速
で
循
環

す
る
。
加
熱
さ
れ
な
が
ら
下
に
移
動
し
た

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
タ
ン
ク
中
央
の
オ
ー
ガ

ー
ス
ク
リ
ュ
ー
で
下
部
か
ら
上
部
に
送
ら

れ
、
再
び
加
熱
さ
れ
な
が
ら
下
部
に
移
動

す
る
と
い
う
の
を
繰
り
返
す
。
網
目
を
通

し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
ず
ん
ず
ん
下
に
移

動
し
て
い
く
の
が
見
て
取
れ
る
。

昨
年
ま
で
は
粉
サ
イ
レ
ー
ジ
に
し
て
畜盛川周祐氏

加熱されながらタンクの下部に移動したトウモロコシは、タンク中央のオーガー
スクリューで上部に送られ、再び加熱されながら下部に移動する。

（左）トラクターをモバイル乾燥機に連結して動力を供給。
（右）タンクからトウモロコシの子実の芯などのゴミが排出される。

（左）６条コンバインで収穫作業し、３台のトラックで圃場から運搬。
（右）屋外のモバイル乾燥機のほか施設内で既存乾燥機６台を使用。
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